
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師80％
以上

・西部型授業や「授業づくりのステップ
1,2,3」をもとに、全校で統一した学習過
程で算数科授業を実践する。

B

・学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指標を
達成した教師が７０％であった。このことから、マイプランを念
頭に置いた授業づくりを行うよう呼びかける必要がある。
・令和4年度全国学力・学習状況調査の結果からは、問題文
のイメージ化や情報を正しく整理してからの立式、正しい文章
表現に課題が見られた。学力の2極化も見られる。授業づくり
において、言葉に注目して、自分の思考過程を文章化させる
場面を適宜設けていくことを、本年度後半の目標にしていく。

B

・マイプランの成果指標を達成できたと自己申
告する教師は６８％であった。
・西部型授業で算数科授業を実践してきた
が、問題文の読み取りや算数用語を使って考
え方を説明する力を高めていくまでには至ら
なかった。

B

・佐賀県学習状況調査の算数科正答率を上
げ、その他の教科についても、総合的な取組
を期待する。
・小学校時代に基礎をしっかり身に付けたり、
個々の力を高める教育活動を行っていただき
たい。

学力向上コーディネーター
校内研究

○充実した「ふりかえり」ができる授業の
実践

○教師は、西部型授業や「授業づくりの
ステップ1,2,3」に基づく、授業研究の研
修を年２回以上行う。

・教師は西部型授業や「授業づくりのステッ
プ1,2,3」による授業実践を行う。
・児童の授業後の「ふりかえり」を充実させ
る。 B

・教師は西部型授業に基づき、1学期に全校研1回、グループ
研1回の授業実践を行うことができている。しかし、教科によっ
ては「ふりかえり」の時間を十分に確保できなかったので、授
業のタイムマネジメントを見直し、授業内での時間を確保して
いくことを本年度後半の目標にしていく。 B

・西部型授業に基づき、授業研究の研修を全校研修２回、グ
ループ研修２回行うことができた。
・算数科の授業においては、西部型授業の流れが定着してい
るが、時間配分がうまくできずふり返りの時間を確保できない
こともあった。今後は、自分の活動をふり返り、メタ認知によっ
て、主体的に物事に向かう子どもの育成へとつなげたい。

B

・学び合い、振り返りにより学習効果が得られ
ている。 校内研究

学力向上コーディネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○廊下は右側を歩き、元気な挨拶や返
事をする児童の割合が８０％以上。

・「伊万里っ子しぐさ」をもとに生活目標
を作成し、月１回、全校集会等で話をす
る。

B

・「生活のきまりを守って生活している」と答え
た児童は８６％、職員は７５％であった。後期
の生活目標の中に、挨拶についての内容を
取り入れて、自ら進んで挨拶する指導を続け
ていく。 A

・毎月の生活のきまりを守って過ごしている児童は８４％、職
員が７８％であった。子ども達はあいさつがよくできていると答
えた保護者が８９％であった
・毎月１回、「伊万里っ子しぐさ」をもとにした生活目標につい
て話をし、重点的に指導に取り組んだ。
・あいさつについては、「あいさつミッション」週間を行ったこと
で、元気なあいさつが自らできる児童が増えたため、今後も強
化していきたい。また、丁寧な言葉遣いに課題が見られる。

A

・伊万里っ子しぐさを保小中の核にすることを
考えたい。
・見守り隊で立哨指導していると、いつも元気
にあいさつしてくる児童が多い。これからも、
元気な挨拶を位置付けてほしい。

生活部

●人権・同和教育の充実といじめの早
期発見、早期対応体制の充実

○こころのアンケートで「学校が楽しい」
と答える児童の割合が８５％以上。
○QUテストを生かした学級経営により、
学校が楽しいと答える児童85％以上
○共通教材の実践、部落差別を解消す
るための学習の確実な実施。

・こころのアンケート等を毎月実施し、児童
の心の状態や人間関係の様子を詳細に把
握する。
・全職員で年度初めと毎月１回、児童につい
て共通理解を図る時間を確保する。
・QUテストの分析を行い、互いの違いを認
め合い、おもいやりのある学級づくりを行う。
・人権の意味や大切さに触れさせる機会を
設ける。

B

・「学校が楽しい」と答えた児童は７７％であっ
た。
・夏季休業中にQUテストの分析を行い、学級
づくりに活用していく。
・校区でそろえた共通教材を全学級２学期に
実施し、人権の意味や思いやりについて、教
師も児童もともに学ぶ機会をつくり、人権意識
を高める。

B

・学校が楽しいと答えた児童が８２％であり、子ど
もたちが楽しく学校に通えていると答えた保護者
は７９％であった。
・毎月１回のこころのアンケート等で児童の様子を
把握し、対応することに努めた職員は９８％であ
り、早急に対応しているが、保護者との連携や情
報の共有を密にすることに課題が残った。
・今後、共通教材や部落史学習などの人権学習
の保護者公開を検討している。

B

・こころのアンケート活用で児童の心の対応は
早急にできていることに安心感がある。一方、
楽しくないという回答については、保護者と担
任との話し合いの機会を多く設け、連携を密
にしたり、情報共有をしたりしながら解消して
ほしい。

生活部

◎児童が大川町の未来を想像し、夢や
目標を持ち、その実現に向けて意欲的
に取り組もうとするための教育活動の設
定

◎大川町の自然・歴史・人々・産業などの地域の
良さを知る活動や学習の振り返りで、自己肯定
感を高める表現や地域を「好き」「夢・目標があ
る」などの肯定的な表現をした児童が70％以上

・各学年の発達段階に応じた学習活動
を仕組み交流等の取り組みの設定を年
１回以上行う。

A

・「大川町の良いところや自慢したいことがあ
る」について肯定的な回答をした児童生徒８
０％以上で達成している。
・今後地域の「絵はがきコンテスト」を全校児
童で取り組む活動を仕組み、さらに地域の良
さに目を向けさせる。授業では、低学年は生
活科、中学年以上は総合的な学習や学級活
動の中で、地域の自然や人々との交流を深め
ながら、大川の良さに気づく学習を仕組む。

A

・「大川町の良いところや自慢したいことがあ
る」について肯定的な回答をした児童生徒８
６％、教職員は８８％に達している。これは、
地域の「絵はがきコンテスト」に全校児童で取
り組んだことや、低学年の生活科、中学年以
上の総合的な学習や学級活動の中で、地域
の自然や人々との交流を深める活動が地域
の良さに目を向けさせる結果につながったと
考える。今後、これら教育活動の効果を保護
者に伝えていく。

A

・絵はがきコンテストに取り組むことなど、大変
良い。地域との交流をこれからも継続してほし
い。
・大川町のよさを学習する教育活動により、自
らの住んでいる場所を自慢に思ええるように
なり感謝している。 特活・文化部

❶「運動習慣の改善や定着化」

❷望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で１８０分以上の児童９０％
以上

❷朝食の喫食率児童９５％以上。

❶昼休みの外遊びを奨励し、多くの児童
と複数の職員が関わりながら過ごすよう
にする。

❷朝食アンケートを年に２回行い、保護
者へ啓発していく。

B

➀「運動習慣の改善や定着化」については、授業
以外の運動、外遊びともに児童の二極化がうかが
える。1学期は熱中症対策や感染症予防の観点
から縦割り班遊びの中止で制限をかけたこともあ
り、2学期以降は持久走タイムなどを活用し引き続
き奨励していく。
②朝食の喫食率はほとんどの家庭で習慣づいて
いることが分かった。今後、継続していくことがで
きるよう、保護者へ啓発していく。

B

・外遊びについて、保護者アンケートの結果が７１％で
あったことから、帰宅後も遊ぶ場所がない、遊ぶ時間が
ない、加えてコロナ禍で接触の機会が減ったことが原
因と考える。児童アンケートも７９％にとどまった
・朝食の喫食率については、全児童の９０％が喫食して
いるという結果だった。しかし別のアンケート（早寝早起
き朝ごはんアンケート）では、朝食喫食率がほぼ１０
０％であったことから、休日の喫食率が低かったと考え
られる。来年度は平日に絞ってアンケートを取ることも
検討していきたい。

B

・昼休みも学校生活の一環と捉え、外遊びを
していただくことで、コロナ禍の体力づくりにつ
ながっていく。教員も一緒に活動していただく
ことで、けがやいじめ防止にもつながってい
く。
・保護者へも呼びかけたい。

保体部

○運動習慣をめざした授業づくり ○「体育指導者ハンドブック」の職員によ
る活用率９０％以上。

・ハンドブックを使った授業実践を紹介す
るなど、活用を促す。

B

➀「体育指導者ハンドブック」の職員による活用率は低
かったため、活用した授業を見合う機会を作り、体育指
導者ハンドブックの周知を図る必要性がある。

C

・アンケートによると、９２％の児童が体育の授業を楽しみに
していることが分かった。生涯にわたる運動習慣を目指すうえ
で、運動の楽しさに触れることができている児童が多かったこ
とは大きな成果と言える。一方、昨年度県から出されている
「体育指導者ハンドブック」の活用できている担任が、５５％
だった。このことから、さらなる活用をめざして、学習カードの
提案や実践交流、提案授業などを行っていく必要がある。

B

・学校での体育の授業は、貴重な体力づくり
の時間である。児童が、楽しく取り組んでいる
ので、本年同様の取り組みを期待する。 保体部

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●時間外在校等時間の上限（１か月45
時間）以上が年間6か月を超えないよう
にする。守ることができたと回答する職
員を80％以上にする。

・定時退勤日を金曜日に設定する。
・退勤目標時刻から逆算し，放課後の時間
を優先順位をつけて効率的に使い、業務に
あたることを意識する。
・

C

・時間外勤務の削減に肯定的な回答は、５５％であっ
た。時間外在校等時間の上限を意識した勤務を行う職
員は、年度当初に比べると増えており、改善されてきて
はいる。今後、更に優先順位をつけ、業務にあたること
を意識する。

B

・定時退勤日を意識し、時間外勤務時間の削減に努めた職
員は、６７%であった。時間外在校等時間の上限（１か月４５時
間）以上が年間６か月を超えないよう勤めた職員は８１％で
あった。このことから、仕事の優先順位をつけて勤務し、心の
ゆとりを持って、教育活動にあたる意識が芽生えている。

B
・削減できることとできないこととを教職員間で
話し合うことが大切なのではないか。 校長・教頭・教務

○行事、会議の精選 ○職員会議や研修等にかかる上限時間
を８０分とし，遵守する。
○各部会から１つ以上の改善案を提言
する。

・事前資料配付，電子掲示板等を活用し，
提案の簡略化を図る。
・３部会で削減の視点で話し合い，「例年通
り」を改善する。

C
・例年通りの改善に肯定的な回答は５７．５％であった。職員
会議資料を紙媒体にしないこと等、改善は見られている。今
後、Teamsの活用等電子掲示板の利用に力を入れたり、行事
の意義を再度とらえ直し、3部会で検討し、改善を図る。 B

・電子掲示板を活用し、会議資料や連絡会での伝達事項を削
減した職員が８１%であり、提案の簡略化に努めることができ
た。しかし、学校行事等の全校が関わる教育活動について
は、例年通りに行われることが多かった。この反省を次年度
の計画に生かしていく。

B
・効率化によるデメリットにも配慮しつつ進め
てほしい。 校長・教頭・教務

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○ケース会議を含めた支援体制の整備

○通常学級在籍児童への支援

○特性を持った児童や個別に支援が必
要な児童を職員間で確実に共通理解す
る。

・意欲的に学習するよう、個々の児童の特
性に合わせた支援を行う。ICT活用も図る。
・特別支援教育啓発を図るとともに、就学支
援対応は、特別支援教育コーディネーター
を中心に計画的に実施する。 B

・必要に応じてケース会議や保護者面談を実施し、
SC、SSWとも連携しながら今後も支援を行う。
・困り感のある児童への支援を充実させるために、少な
くとも週に1時間は、支援員や級外職員が街頭学級に
入ることができるように時間割を調整していく。

A

・支援学級在籍児童や通常学級在籍児童の特性に合
わせた支援を行った結果、８９％の児童が肯定的な回
答をしている。また、８９％の職員が、共通理解のもと
個に応じた支援ができたと回答した。通常学級在籍児
童の中でも、個別に支援が必要と思われる児童の保護
者と連絡を取り、面談やカウンセリングを行ったり専門
機関につなげたりしているので、今後も継続していきた
い。
・就学支援については職員、保護者とも充分に話し合っ
た上で、計画的に対応することができた。

A

・今後も一人一人の特性に合わせた支援を継
続していただきたい。

特別支援CO・校長・教頭・
教務

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 伊万里市立大川小学校

１　前年度

　　評価結果の概要

「元気いっぱい」　　　①健康なからだづくりを意識して取り組む児童の育成について、一定の成果が見られたものの、元気な挨拶や返事については課題が残った。

「やさしさいっぱい」　②人権学習、花いっぱい運動、「心の教育3点セット」の活用等による豊かな心の育成に取り組んだ。定期的な「こころのアンケート」の実施「心の教育３点セット」活用により、学校が楽しいと回答する児童は、80％を超えた。一方、学校が楽しくないと回答する児童もいることから、安心して過ごせる学級経営や交流活動のあり方に課題が残った。

「知恵いっぱい」　　　③小中連携による学力向上の推進について、「授業づくりのステップ１，２，３」を各学年共通実践し、学力向上対策シートの共通実践事項を全職員で行い、授業力向上を図ることができた。今後、学習状況調査やCRT学力調査の分析を行い、児童につけたい力を明らかにしながら、PDCAサイクルの授業づくりを行いたい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

２　学校教育目標 「元気いっぱい、やさしさいっぱい、知恵いっぱい」の児童の育成

３　本年度の重点目標

「元気いっぱい」　　　①健康なからだづくりを意識し、粘り強く取り組む児童の育成・効果的な保健指導・「元気なあいさつ」

「やさしさいっぱい」　②大川町や大川小学校を誇りに思う児童の育成、思いやりのある言葉かけができる児童の育成、「心の教育3点セット」（道徳教育・人権学習・花いっぱい運動）の活用等による豊かな心の育成

　　　　　　　　　　　　・安心して過ごせる学級経営及び当たり前の生活ができる喜びを意識できる心の教育・同学年及び異学年による様々な交流

「知恵いっぱい」　　　③互いに聞き合える対話活動を中心に据えた学力向上・学習形態の工夫・タブレット端末利活用による授業の工夫・家庭との連携による学習習慣の定着

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

５　総合評価・

　　次年度への展望

「元気いっぱい」　　　　①健康なからだづくりを意識し、粘り強く取り組む児童の育成・効果的な保健指導・「元気なあいさつ」については、一定の成果を得ることができた。次年度も継続する。
「やさしさいっぱい」　　②大川町や大川小学校を誇りに思う児童の育成、「心の教育3点セット」の活用等による豊かな心の育成について一定の成果を得ることができた。だれもが、安心して過ごせる学級経営の充実に向け、保護者と担任との懇談の場を増やす。
「知恵いっぱい」　　　　③家庭との連携による学習習慣の定着については、一定の成果が得られた。学習状況調査に課題が見られたため、学習形態・タブレット端末利活用による授業の工夫により、学力向上を目指す。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


